
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
史

１
５
４
３

天
文
12

・
種
子
島
に
鉄
砲
が
伝
来
す
る
。

１
５
４
９

天
文
18

・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
、
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ル
レ
ス
ら
鹿
児
島
に
上
陸
す
る
。

１
５
５
２

天
文
21

・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
、
広
東
省
上
川
島
で
病
没
。

１
５
６
５

永
禄
８

・
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
、
志
岐
隣
泉
の
乞
い
に
よ
り
、
志
岐
へ
来
島
。

（
天
草
へ
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ
る
）

・
志
岐
麟
泉
受
洗
、
洗
礼
名
ジ
ョ
ア
ン
。

１
５
６
８

永
禄
11

・
ト
ル
レ
ス
、
志
岐
に
布
教
。

・
志
岐
で
第
一
次
宗
教
会
議
が
開
か
れ
る
。

１
５
６
９

永
禄
12

・
ア
ル
メ
イ
ダ
、
天
草
河
内
浦
に
布
教
す
る
。

・
天
草
氏
内
紛
。
（
布
教
、
入
信
に
仏
教
徒
反
発
）

１
５
７
０

元
亀
１

・
カ
ブ
ラ
ル
神
父
、
志
岐
、
河
内
浦
で
布
教
。

・
志
岐
で
第
二
次
宗
教
会
議
が
開
か
れ
る
。

・
ト
ル
レ
ス
神
父
志
岐
で
死
去
。

・
天
草
鎮
尚
受
洗
、
洗
礼
名
ミ
ゲ
ル
。

・
天
草
久
種
受
洗
、
洗
礼
名
ジ
ョ
ア
ン
。

1



１
５
７
１

元
亀
２

・
志
岐
隣
泉
、
棄
教
す
る
。

・
カ
ブ
ラ
ル
、
河
内
浦
へ
赴
く
。

１
５
７
３

天
正
１

・
天
草
沖
ナ
オ
の
難
破
、
教
会
に
打
撃
を
与
え
る
。

１
５
７
７

天
正
５
４

・
天
草
種
元
受
洗
（
ド
ン
・
ア
ン
ド
レ
）

１
５
８
２

天
正
10

・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
、
遣
欧
少
年
使
節
団
を
伴
っ
て
長
崎
港
を
出
航
。

・
本
能
寺
の
変
。

・
天
草
鎮
尚
死
去
。

１
５
８
３

天
正
11

・
ア
ル
メ
イ
ダ
神
父
、
天
草
河
内
浦
に
お
い
て
病
没
。

１
５
８
４

天
正
12

・
天
草
久
種
、
鹿
児
島
で
幽
閉
さ
れ
る
。

１
５
８
７

天
正
15

・
天
草
五
人
衆
、
島
津
氏
の
軍
に
入
り
戦
う
。

・
島
津
氏
撤
退
し
、
天
草
衆
、
一
万
田
城
に
孤
立
。
キ
リ
シ
タ
ン
部
将
の
志
賀
親
次
に
救
わ
れ
る
。

・
大
矢
野
種
基
受
洗
、
洗
礼
名
ジ
ャ
ゴ
ベ
。

・
天
草
五
人
衆
、
秀
吉
と
面
会
、
領
地
安
泰
を
約
さ
れ
る
。

・
秀
吉
、
伴
天
連
追
放
令
を
出
す
。

１
５
８
８

天
正
16

・
秀
吉
、
肥
後
を
二
分
し
、
加
藤
清
正
と
小
西
行
長
に
与
え
る
。

・
生
月
島
山
田
の
コ
レ
ジ
ヨ
、
長
崎
→
千
々
石
→
有
家
に
、
ノ
ビ
シ
ア
ー
ド
は
長
崎
→
有
家
→
天
草
に
移
転
。

・
遣
欧
使
節
、
マ
カ
オ
に
到
着
。

１
５
８
９

天
正
17

・
栖
本
鎮
通
、
フ
ロ
イ
ス
に
よ
り
受
洗
。

一
族
、
領
民
も
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
。

・
小
西
行
長
、
五
人
衆
に
普
請
役
を
命
ず
る
も
拒
否
。
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小
西
・
加
藤
の
連
合
軍
、
天
草
島
の
志
岐
氏
、
天
草
氏
を
攻
め
る
（
天
正
の
天
草
合
戦
）
。

・
志
岐
城
、
本
渡
城
陥
落
。

木
山
弾
正
討
た
れ
る
。

・
天
草
は
、
小
西
氏
の
支
配
下
に
入
る
。

１
５
９
０

天
正
18

・
秀
吉
、
全
国
平
定

・
７
月
21
日
天
正
遣
欧
少
年
使
節
が
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
と
と
も
に
長
崎
に
帰
着
。

・
金
属
活
字
、
印
刷
機
を
持
ち
帰
る
。

・
志
岐
に
キ
リ
シ
タ
ン
代
官
日
比
屋
平
右
衛
門
着
任
。

・
上
津
浦
種
直
受
洗
、
洗
礼
名
ホ
ク
ロ
ン
。

・
志
岐
諸
経
受
洗
。

１
５
９
１

天
正
19

・
加
津
佐
の
コ
レ
ジ
ヨ
、
大
村
の
ノ
ビ
シ
ア
ー
ド
を
天
草
河
内
浦
に
移
転
。

同
時
に
印
刷
機
も
移
転
、
出
版
を
始
め
る
。

・
志
岐
に
画
学
舎
が
開
設
さ
れ
る
。

・
遣
欧
使
節
一
同
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
。

１
５
９
２

文
禄
１

・
文
禄
の
役
。
（
第
一
次
朝
鮮
侵
攻
）

天
草
諸
豪
も
小
西
行
長
に
従
い
、
朝
鮮
へ
渡
る
。

・
梅
北
国
兼
の
乱
起
き
る
。
栖
本
氏
、
上
津
浦
氏
、
大
矢
野
氏
は
宇
土
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
る
。

・
天
草
コ
レ
ジ
オ
で
、
『
平
家
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

１
５
９
３

文
禄
２

・
コ
レ
ジ
オ
で
『
イ
ソ
ホ
物
語
』
刊
行
。

・
河
内
浦
の
コ
レ
ジ
ヨ
を
一
時
、
大
江
久
玉
に
移
転
。

１
５
９
５

文
禄
４

・
コ
レ
ジ
オ
で
『
羅
葡
日
辞
典
』
刊
行
。
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１
５
９
６

慶
長
１

・
寺
沢
広
高
（
唐
津
）
受
洗
、
洗
礼
名
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ニ
ョ
。

・
イ
ス
パ
ニ
ア
船
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ペ
号
、
土
佐
に
漂
着
。

１
５
９
７

慶
長
２

・
慶
長
の
役
。
（
第
二
次
朝
鮮
侵
攻
）

・
天
草
の
コ
レ
ジ
ヨ
と
ノ
ビ
シ
ア
ー
ド
を
、
印
刷
機
と
と
も
に
長
崎
に
移
転
。

・
26
聖
人
、
長
崎
で
殉
教
す
る
。

１
５
９
８

慶
長
３

・
秀
吉
死
去
。

１
６
０
０

慶
長
５

・
関
ヶ
原
合
戦
。

・
小
西
行
長
処
刑
さ
れ
る
。

・
天
草
は
加
藤
清
正
領
と
な
る
。

１
６
０
３

慶
長
８

・
江
戸
幕
府
開
府
。

・
肥
前
唐
津
城
主
寺
澤
広
高
、
清
正
に
替
わ
り
、
天
草
を
加
増
さ
れ
、
兼
帯
支
配
を
始
め
る
。

富
岡
に
新
城
を
築
く
。

※

慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）
か
ら
寛
永
17
年
（
１
６
４
０
）
ま
で
は
別
紙

１
６
４
１

寛
永
18

・
天
草
は
天
領
と
な
り
、
鈴
木
重
成
が
初
代
代
官
と
し
て
着
任
。

１
６
４
２

寛
永
19

・
幕
府
、
再
び
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
を
出
し
、
諸
大
名
に
各
領
内
に
お
け
る
邪
教
徒
の
取
り
締
ま
ら
せ
る
。

・
鈴
木
重
成
、
兄
正
三
の
協
力
を
得
て
、
各
地
に
数
年
か
け
て
寺
社
建
立
を
行
う
。

・
初
め
て
絵
踏
み
行
わ
れ
る
？
。

１
６
４
７

正
保
４

・
重
成
、
志
岐
郊
外
（
現
在
は
富
岡
）
に
首
塚
を
建
碑
し
、
懇
ろ
に
原
城
戦
没
者
の
供
養
を
す
る
。
碑
文
は
中
華
珪
法
。
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１
６
４
８

慶
安
１

・
幕
府
、
切
支
丹
宗
門
の
禁
令
を
発
す
る
。

１
６
５
２

承
応
１

・
幕
府
、
懸
賞
を
出
し
て
耶
蘇
教
徒
の
探
索
を
行
う
。

１
６
５
３

承
応
２

・
鈴
木
重
成
病
死
。

１
６
５
４

承
応
３

・
天
草
に
初
め
て
切
支
丹
宗
門
禁
制
の
高
札
が
立
つ
。

１
６
５
５

承
応
４

・
二
代
代
官
と
し
て
、
鈴
木
重
辰
着
任
。
重
辰
は
、
正
三
の
子
で
重
成
の
養
子
。

１
６
５
７

明
暦
３

・
肥
前
大
村
領
で
耶
蘇
教
徒
90
人
を
捕
え
る
。

１
６
５
８

万
治
１

・
長
崎
奉
行
、
大
村
耶
蘇
教
徒
を
処
刑
す
る
。

１
６
６
２

寛
文
２

・
幕
府
、
切
支
丹
禁
制
の
厳
命
を
下
す
。

１
６
６
４

寛
文
４

・
幕
府
、
重
ね
て
耶
蘇
教
の
禁
令
を
布
く
。
諸
藩
に
命
じ
切
支
丹
詮
索
の
た
め
、
五
人
組
手
形
帳
を
つ
く
り
、
毎
年
査

検
さ
せ
る
。

・
肥
後
藩
で
は
こ
の
年
よ
り
切
支
丹
改
踏
み
絵
始
ま
る
。

１
６
６
９

寛
文
９

・
長
崎
で
踏
み
絵
を
銅
板
に
し
、
各
地
に
広
ま
る
。

１
６
８
１

天
和
１

・
幕
府
、
切
支
丹
厳
禁
の
令
を
発
す
る
。

１
６
８
７

貞
享
４

・
切
支
丹
類
族
改
め
の
令
が
布
達
さ
れ
る
。

１
７
２
０

享
保
５

・
天
草
に
お
い
て
宗
門
人
別
改
帳
の
実
施
。

１
７
５
０

寛
延
３

・
富
岡
町
の
人
数
。

人
数
１
９
１
３
人
の
う
ち
、
切
支
丹
類
族
３
１
０
人
内
。

１
７
６
４

明
和
１

・
宗
門
改
め
踏
絵
廻
村
。

こ
の
年
以
降
？

毎
年
の
よ
う
に
宗
門
改
め
踏
絵
廻
村
が
行
わ
れ
る
。

１
７
９
９

寛
政
11

・
幕
府
、
切
支
丹
禁
制
、
寺
社
振
興
の
諭
達
。
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１
８
０
２

享
和
２

・
邪
宗
門
取
締
の
厳
格
化
・
（
内
容
）
死
者
を
葬
る
前
に
旦
那
寺
の
僧
侶
が
臨
席
し
、
亡
者
に
剃
刀
を
当
て
る
の
は
、

同
死
体
に
怪
し
き
こ
と
が
な
い
の
を
見
届
け
る
た
め
で
あ
る
が
、
近
年
は
た
だ
名
の
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
以
後

僧
侶
が
確
か
に
改
め
、
不
審
あ
れ
ば
こ
れ
を
役
所
に
届
け
る
よ
う
戒
告
。

１
８
０
５

文
化
２

・
大
江
、
崎
津
、
今
富
、
高
浜
で
５
０
０
０
余
人
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
発
覚
（
天
草
崩
れ
）
。

心
得
違
い
と
し
て
、

穏
便
に
済
ま
さ
れ
る
。

１
８
０
３
年
か
ら
探
索
が
始
ま
る
。

１
８
１
３

文
化
10

・
長
崎
代
官
へ
の
支
配
替
り
に
付
き
、
10
項
目
の
踏
絵
取
扱
い
の
布
達
が
あ
る
。

１
８
１
４

文
化
11

・
宗
門
改
め
は
今
後
２
月
15
日
を
定
例
日
と
し
て
、
東
筋
よ
り
行
う
旨
告
知
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
年
は
悪
天
候
の
た

め
、
21
日
よ
り
始
ま
り
、
泊
ま
り
27
日
で
実
施
さ
れ
る
。
宗
門
改
め
で
雨
天
の
時
は
、
百
姓
ど
も
野
天
で
は
難
儀
故
、

苫
筵
で
雨
よ
け
し
て
行
い
、
そ
こ
ま
で
は
合
笠
又
は
蓑
笠
着
で
差
し
支
え
な
い
こ
と
を
回
達
さ
れ
る
。

１
８
１
６

文
化
13

・
人
別
改
め
７
ヶ
年
に
付
き
、
早
々
宗
門
帳
差
出
を
命
じ
ら
れ
る
。

１
８
２
９

文
政
12

・
宗
門
改
め
廻
村
、
例
年
２
月
で
あ
る
が
、
村
ご
と
に
病
人
多
く
踏
み
残
り
多
数
の
故
、
10
月
に
実
施
さ
れ
る
。

１
８
６
４

元
冶
１

・
小
山
秀
之
進
、
長
崎
に
大
浦
天
主
堂
を
建
て
る
。

（
大
浦
天
主
堂:

我
が
国
に
現
存
す
る
最
古
の
天
主
堂
・
１
９
５
３
年
国
宝
指
定
）

（
小
山
秀
之
進:

天
草
御
領
大

島
の
銀
主
・
他
に
高
島
炭
鉱
な
ど
の
開
発
に
も
携
わ
る
）

１
８
６
５

慶
応
１

・
長
崎
の
古
キ
リ
シ
タ
ン
復
活
。
﨑
津
で
も
復
活
の
兆
し
。

１
８
６
７

慶
応
３

・
長
崎
奉
行
、
浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
68
人
を
捕
え
る(
浦
上
四
番
崩
れ)

。

１
８
６
８

明
治
１

・
浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
、
３
４
０
０
人
が
全
国
各
地
に
流
罪
と
な
る
。
こ
の
処
分
に
付
き
、
在
京
諸
大
名
に
意
見
を
求

め
る
。

・
神
仏
混
淆
を
禁
ず
。
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・
切
支
丹
宗
門
は
堅
く
制
禁
た
り
、
若
し
不
審
の
者
あ
ら
ば
、
そ
の
筋
の
役
所
へ
申
し
出
る
べ
し
、
御
褒
美
下
さ
る
の

太
政
官
布
告
。

・
各
国
領
事
、
長
崎
裁
判
所
に
書
面
で
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
解
く
よ
う
申
し
出
。

・
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン4

千
百
余
人
を
、
諸
大
名
に
預
け
る
。

・
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
改
め
方
は
、
追
々
規
則
を
立
て
る
ま
で
は
、
旧
幕
の
処
置
に
従
い
、
不
審
な
る
者
の
有
り
無
し
取

り
糺
し
、
届
け
る
こ
と
と
す
る
。

１
８
７
３

明
治
６

・
切
支
丹
宗
禁
制
の
高
札
撤
去
。

・
長
崎
、
神
ノ
島
の
漁
師
、
海
路
天
草
下
島
の
大
江
に
上
陸
、
キ
リ
ス
ト
教
を
説
き
、
道
田
嘉
吉
外
長
崎
に
て
受
洗
。

・
キ
リ
ス
ト
禁
教
令
が
解
か
れ
る
。

・
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
釈
放
さ
れ
る
。

・
﨑
津
、
今
富
で
血
税
騒
動
。

１
８
７
４

明
治
７

・
天
草
大
江
に
仮
説
教
所
設
置
。

１
８
７
９

明
治
12

・
天
草
、
大
江
村
の
信
者
野
端
辰
二
郎
（
外
90
余
名
）
キ
リ
ス
ト
教
で
葬
儀
を
執
行
し
た
た
め
罰
金
の
刑
を
受
け
、
そ

れ
を
不
服
と
し
て
大
審
院
長
に
上
告
す
る
。

・
天
草
大
江
に
古
材
に
よ
る
教
会
堂
建
設
。

１
８
８
２

明
治
15

・
崎
津
教
会
に
フ
ェ
リ
エ
神
父
着
任
。

１
８
８
７

明
治
20

・
フ
ェ
リ
エ
神
父
、
今
富
の
根
引
に
孤
児
院
開
設
（
は
じ
め
は
今
富
）
。

１
８
９
２

明
治
25

・
ガ
ル
ニ
エ
神
父
、
天
草
、
大
江
崎
津
教
会
主
任
司
祭
と
し
て
着
任
。

１
９
０
７

明
治
40

・
五
足
の
靴
一
行
、
大
江
の
ガ
ル
ニ
エ
神
父
を
訪
ね
る
。

ま
た
、
天
草
の
旅
を
通
じ
て
、
南
蛮
文
学
の
発
展
に
寄
与
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す
る
。

１
９
３
４

昭
和
９

・
ハ
ル
ブ
神
父
、
崎
津
教
会
建
設
。

１
９
４
１

昭
和
16

・
ガ
ル
ニ
エ
神
父
死
去
。

日
本
在
住
57
年
。

１
９
４
３

昭
和
18

・
ハ
ル
ブ
神
父
死
去
。

日
本
在
住
56
年
。

資
料
：

『
天
草
近
代
年
譜
』
松
田
唯
雄
著

図
書
刊
行
会

『
九
州
キ
リ
シ
タ
ン
新
風
土
記
』
浜
名
志
松
著

葦
書
房

他
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